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ハッカ油の除臭効果を検討して
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5．方法

【実験１】

１）不快臭の代用品として魚の内臓と水を

１：１の割合で混合し、室温で２４時間放置し

たものを悪臭物とした。

２）悪臭物を５ｍlずつ入れたスピッツ２本を

準備し、各々に出個らしコーヒー29、ハッカ油

Ｏ５ｍｌを入れた。

３）測定は検体から10ｃｍの距離で１０秒間

臭いを嗅ぐ。

４）それぞれのスピッツを１０分後､３０分後、

３時間後、６時間後の臭いを環境庁で定められ

た「６段階臭気強度表示法（表１）」と「９段階

快・不快度表示法（表２）」を使用し、比較検討

した。

５）実験の際は、室内の臭いは換気にて除去

した。

【実験２】

１）容器にガーゼ１枚と熱湯１０ｍl、ハッカ

油0.2ｍl入れたものを準備し、ベット付近の床

に置く。また､パウチ交換の場所は病室とした。

（個室が３名、大部屋が１名）

２）パウチ交換時にハッカ油を使用した時、

使用しない時のそれぞれについて臭いを評価し

てもらった。

３）評価尺度として環境庁で定められた「６

段階臭気強度表示法」と「９段階快・不快度表

示法」を用いた。

はじめに

科では、消化器疾患の縫合不全やストーマ

患者様のパウチ交換時の不快な臭いに対し、

らしコーヒー、除臭シート、消臭スプレー

用している。しかし､､充分な除臭効果が得

ているとは言えず、苦慮している。

１
先行研究では出洞らしコーヒーには芳香性が

り、ほのかな香りで快さが得られ、除臭効果

ある。しかし、速効伽性には欠け、個々Iこよっ

コーヒーの臭いに好き嫌いがあるとの問題点

挙げている。

以前術後の縫合不全を合併し、腹満感の強い

者様に腸蠕動冗進を目的にハッカ油を使用し

メンタ湿布を使用したところ、悪臭が消えた

の声があり、ハッカ油の除臭効果を明らかに

たいと考えた。

ｌ目的

ハッカ油の除臭効果を明らかにする。

Ⅱ研究方法

研究デザイン

実験研究

調査対象

実験１：金沢大学医学部附属病院東病棟４階

看護師１４名

実験２：入院中のストーマ造設者４名

6．倫理的配慮

ストーマを造設した入院患者様４名、病棟看

護師１４名に研究の趣旨について研究同意書を

用いて研究内容を説明し、同意を得た。また、

患者様には研究の参加は自由であり、それによ

る不利益は生じないこと、患者様が特定できな

いようプライバシーに配慮することも説明し、

同意を得た。

査期間

１６年５月～１１月

3．調査期間

|平成,6年

4．調査場所

」金沢大学医学部附属病院東病棟４階
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１）出個らしコーヒーの場合、１０分後、３０分

後の臭いの強さの平均値は３．４，３．８と３から４

の間であった。３時間後、６時間後はそれぞれ

4.1であり、時間の経過に伴い強い臭いと認識

されている。不快度に関しては１０分後の平均

値が－２．６で最も快を示しており、６時間後が-

3.2と最も不快を示している。

２）ハッカ油の場合、臭いの強さは６時間後

の平均値が２．０と最も弱く、１０分後が２．７と強

かった。不快度は６時間後が－０．７と最も低く

い。３時間後を除けば、０から１の問であり、６

時間を経過してもほとんど変化がなく、－１程

度であった。

３）臭いの強さはいずれの時間を比較しても

ハッカ油のほうが弱かった。不快度もいずれの

時間もコーヒーより快を示す値であった。

表１６段階臭気強度表示法

'１
表２．９段階快・不快度表示法

斤 2．実験２

１）ハッカ油使用前の臭いのつよさはＯが２

名、１が１名、２が１名であった。パウチ交換

が終わった時はＯが１名、１が２名、２が１名

と強度が上がっていた｡何の臭いか問うと、「は

つか」と４名とも答えた。

２）ハッカ油使用前の!快･不快度はＯが３名、

－１が１名であった。パウチ交換後は＋１が２

名、Ｏが１名、２が１名であり、４名ともパウ

チ交換後のほうが快を示していた。

３）患者様からの感想

くハッカ油使用前＞

・自分の臭いだからあまりよくわからない。

・便の臭いと意識していなかった。

・自分ではわからないが交換した後周りの人

が臭いがするのだろう。

Ⅲ、結果

1．実験１
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＜ハッカ油使用後＞

・ハッカのいい臭いがする。

.この臭い好き。残り香がいい。

・好きな臭いでも、嫌いな臭いでもない。必

要な時だけ使えばいいと思う。

時間０
Ⅳ、考察

ハッカ油にはＬ－メントールが含まれている。

Ｌ-メントールには矯臭性があり、爽快な芳香で

水に溶けにくく、室温で徐々に昇華するという

性質がある。

10分後３０分後３時間後６時間後

□2偶不快度［=ニラT二$。

－７１－

臭気

強度

内容

０ 無臭

１ やっと感知できるニオイ

２ ｲ可らかのニオイが分かる弱いニオイ
３ らくに認識できるニオイ
４ 強いニオイ

５ 強烈なニオイ

|夫・不快度 内容

＋４ 亟ウ帯に’夫

＋３ ヲ三常に’夫

＋２ 夫

＋１ やや快

０ 夫でも不快でもない
１ やや不快

－２ 不 夫

３ 非常に不快
－４ 極端に不'決
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1）

ることを示し、出個らしコーヒーに比べ速効

があると考えられる。また、出個らしコーヒ

は時間が経過するにしたがい臭気強度は強く

り、快・不快度は不快となっている。しかし、

シカ油の場合は３０分後、３時間後、６時間後

臭気強度は１０分後より弱くなっている。こ

はハッカ油の室温で徐々に昇華するという,性

あ
性
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3）

質によるものであり、出洞らしコーヒーに比べ

て持続'性があるといえる。

出個らしコーヒーは入手しやすいが自然に乾

燥させたり、使用するまでに必要な量を確保し

たりするのに時間や手間がかかる。ハッカ油は

数滴垂らすだけで手軽に使用でき、価格も安価

であるという利点もある。

また、パウチをはずしたときの便臭について

臭いの強さや快・不快を質問したところ、患者

様自身は便臭を意識していないことは予想外で

あった。患者様の便の`性状、年齢による嗅覚の

衰え、またストーマを造設してから長期間経過

したため、パウチ交換時の便臭に慣れてしまっ

たことなどが理由と考えられる。しかし、便臭

などの臭いは家族や同室者に不快感を与え、食

欲を減退させるだけでなく、人間関係にも影響

を与える場合もある。場所、患者様の好み、状

態など考慮し、ハッカ油を使用することが望ま

しい。また、看護の仕事は、不快な臭いを伴う

処置が多いため、ハッカ油の使用は患者のみで

なく看護師の不快感の軽減にも役立つと考える

しかし､ハッカ油の臭いにも好みがあること、

また適当な使用量や除臭の持続時間などが不明

確であること、症例数が少ないことが問題であ

るが、消化液を含む排液に数滴ハッカ油を垂ら

したところ除臭効果を得られたという声も聞か

れており<今後いろいろな用途で使用できるの

ではないかと考える。

4）

5）

6）

年

◎

Ｖ・結論

１）ハッカ油は悪臭の除臭に対して、出がらし

コーヒーより即効順性と持続性がある。

２）パウチ交換時にハッカ油を使用したところ、

快の方向を示した。
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